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編
　
集
　
後
　
記

　
か
つ
て
法
学
部
教
授
で
あ
つ
た
峯
岸
治
三
先
生
が
、
昭
和
十
七
年
三
月
、
四

十
五
歳
を
以
て
逝
去
さ
れ
て
か
ら
三
十
年
．
生
前
の
先
生
が
わ
が
国
法
学
界
に

残
さ
れ
た
功
績
を
偲
び
、
本
誌
の
一
部
を
、
特
集
の
形
式
で
編
集
し
た
。

　
明
治
二
十
三
年
に
開
設
さ
れ
た
義
塾
法
律
科
（
現
在
の
法
学
部
法
律
学
科
の
前

身
）
は
、
初
代
主
任
教
授
ウ
イ
グ
モ
ア
博
士
を
む
か
え
、
主
と
し
て
英
米
法
を

教
え
る
法
律
学
校
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
、
い
く
た
び
か
学
校
改
正
が
あ
り
、
そ

の
都
度
、
全
授
業
科
目
の
中
に
占
め
る
英
米
法
講
義
の
比
重
は
、
逐
次
う
す
ら

い
だ
が
、
こ
れ
は
、
明
治
二
十
年
代
以
降
、
わ
が
国
の
諸
法
典
が
徐
々
に
整
備

さ
れ
、
直
接
目
本
の
法
律
を
教
授
す
る
こ
と
が
法
学
教
育
の
使
命
と
さ
れ
る
に

至
つ
た
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
明
治
三
十
年
代
に
入
る
や
、
わ
が
法
学
界
が
ド
イ

ツ
法
の
圧
倒
的
影
響
を
う
け
る
に
至
つ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ウ
イ
グ
モ
ア
博
士
の
帰
国
後
、
昭
和
初
頭
に
至
る
ま
で
の
二
十
数
年
間
、
法

律
科
（
大
正
九
年
以
降
は
法
学
部
法
律
学
科
）
の
英
法
講
義
は
、
チ
ゾ
ソ
（
＞
・
目
ω
呂

東
大
教
師
）
、
テ
リ
ー
段
．
臼
額
鐸
気
東
大
教
師
）
、
土
方
寧
（
東
大
教
授
）
、
松
波

仁
一
郎
（
東
大
教
授
）
、
高
柳
賢
三
（
東
大
教
授
）
の
諸
講
師
に
ょ
つ
て
つ
づ
け
ら

れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
斯
界
の
最
適

任
者
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
わ
が
法
律
科
の
英
法
講
義
は
、
創
立
当
初
の
伝

統
に
則
り
、
相
当
重
視
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
て
い
い
。

　
大
正
九
年
の
大
学
令
に
よ
る
法
学
部
発
足
に
際
し
、
教
員
ス
タ
ッ
フ
の
自
給

自
足
方
針
が
急
速
に
お
し
す
す
め
ら
れ
る
や
、
大
正
十
年
卒
業
の
小
池
隆
一
先

生
（
民
法
、
現
在
名
誉
教
授
）
に
つ
づ
ぎ
、
翌
十
一
年
卒
業
の
峯
岸
先
生
が
、
英

米
法
の
助
手
と
し
て
残
ら
れ
た
の
は
、
ま
ず
英
米
法
の
学
者
を
優
先
的
に
養
成

　
　
　
編
　
集
後
記

せ
ん
と
す
る
学
部
の
意
向
の
現
わ
れ
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　
昭
和
四
年
の
末
、
留
学
か
ら
帰
ら
れ
た
峯
岸
先
生
は
、
翌
五
年
四
月
よ
り
、

全
学
年
に
配
当
さ
れ
た
英
米
法
の
講
義
を
担
当
、
傍
ら
相
続
法
の
講
義
も
受
持

た
れ
た
．
そ
の
後
約
十
年
間
、
た
だ
ひ
た
す
ら
学
究
生
活
を
ま
つ
し
ぐ
ら
に
す

す
ま
れ
、
そ
の
成
果
は
、
本
誌
並
に
塾
内
諸
雑
誌
に
珠
玉
の
論
文
と
し
て
発
炎

さ
れ
た
．
と
く
に
、
昭
和
六
年
以
降
十
一
年
に
至
る
ま
で
五
年
間
に
わ
た
り
、

先
生
が
本
誌
（
当
時
は
季
刊
）
に
連
載
さ
れ
た
「
イ
ギ
リ
ス
証
拠
法
概
論
」
は
、
同

十
三
年
、
『
イ
ギ
リ
ス
証
拠
法
研
究
』
と
題
す
る
六
百
頁
に
及
ぶ
著
書
と
し
て
公

刊
さ
れ
た
が
、
こ
の
業
績
は
、
い
ま
な
お
斯
界
に
不
滅
の
光
芒
を
放
つ
て
い
る
．

　
昭
和
十
七
年
三
月
、
先
生
は
一
年
有
半
の
療
養
生
活
も
空
し
く
腸
の
疾
患
の

た
め
な
お
春
秋
に
富
む
身
で
逝
去
さ
れ
た
。
法
学
部
は
、
当
時
唯
一
人
の
英
米

法
学
老
を
失
つ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
一
言
す
べ
ぎ
は
、
本
誌
が
大
正
十
一
年

に
創
刊
さ
れ
る
に
際
し
、
学
部
と
し
て
独
立
の
機
関
誌
を
も
つ
べ
き
こ
と
を
提

案
し
、
先
輩
諸
教
授
を
説
得
さ
れ
た
の
は
、
当
時
助
手
で
あ
つ
た
小
池
先
生
と

峯
岸
先
生
の
お
二
人
で
あ
つ
た
こ
と
で
あ
る
．
峯
岸
先
生
の
逝
去
は
、
本
誌
と

し
て
は
実
際
上
の
生
み
の
親
の
一
人
を
失
つ
た
わ
け
で
あ
る
．

　
先
生
の
逝
去
後
三
十
年
に
因
み
、
今
春
、
編
集
委
員
会
で
は
先
生
を
偲
び
、

特
集
を
計
画
し
た
が
、
幸
い
に
も
学
部
内
外
の
賛
同
、
協
力
を
得
、
先
生
が
そ

の
生
涯
を
さ
さ
げ
ら
れ
た
英
米
法
研
究
に
直
接
、
関
接
に
関
係
す
る
論
文
五
編

に
、
小
池
、
前
原
両
先
生
の
先
生
に
関
す
る
思
い
出
の
記
二
編
を
併
せ
、
こ
こ

に
編
集
を
完
了
．
先
生
の
御
霊
前
に
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
昭
和
四
十
七
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
編
集
委
員
会

コ
ニ
五
　
　
（
二
二
三
一
）


